




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大袈裟に言えば、自己の属す空間の全体像を把握したいという願望、いわば世界認識の願望 っ 為が動機づけら ている事実が、こ
。
こには率直に語られていると言えよう
岩田慶治は
、人間の
基本的欲
求(ベ
種
しかし、
や
や
註 1 
新滅常
三
』
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一
一一一
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二
三
O
頁。 
(
)
『新稿社寺参詣の社会経済史的研究
橋書
房、
九八三年、
|
(2)
柳田国男『分類祭記習俗語集
』
角川書店、
一九六
三
年、
三
四五頁。直江
広治
・古家信平
「東京都の民間療法」直江ほか『関東の民間療法』明玄書
。 
一
九七六年、
一房、
一
二二
七頁
(3)
酒井
卯作『琉球列
島における死霊祭犯の構造』第
一書房、
一九八七年、
五七四|五八 
頁。 
(
)岩田慶治『創造人類学入門
』
一九八
二
年、五四|五六頁。同
4 
小学館
、
「生と死の構図」石
川栄
吉ほか編『生と死の人類学
』
講談社、
一九八五年、
八頁。
(5)
屋久島のシママワリ習俗について知ったのは
、田中
宣
一氏(成城大学)
のご教示による
。
また、調査に入るにあたり、氏からは多くの予備知識を

授けていただいた
なお、韓国見の範囲では、この習俗 ついては従来まと

。
まった記述はなかっ ようであるが、現在刊行中の、屋久町郷土誌編さん
委員会編『屋久町郷土誌』 
(第
一巻
・村落誌上、屋久町教育委員会、

九
三
年
第
二巻 O
・村落誌中、同、
一九九五年。第
三
巻ば土木刊)が集落ごと
。
。 
に体験をまとめており、有益である
「屋
ー
シック
・
ズ)
に還元できない「もう
一つの願望」
ニ 
一
九
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ニセのシママワリ
と
学校行事のそれとの関係、およびそれぞれの終息時
。
期は、
一O
人の話者の情報を総合した筆者の認識である
集落によって多
。 
少の違いはみられるようである
『屋久町郷土誌
』
前掲註 
5)
に集められた実例をみても、まわり方が
明らかな
三 
O
余例のうち、左まわりは
三
例にすぎない(なお、同書では
。
「右回り」とすべきところを何か所か
「左回り」と誤記している)
また、
島の東北部に位置する楠川では、島内
一一
(
周 
シママワリ)は時計まわりに
下の方からまわるもので、上から行くと上の者に失礼になるとい
っ
ていた
という 
(柏木亜弓
「社会生活・産育」下野敏見編『上屋久町の民俗
』
上屋
久町教育委員会、
一九九
二
年、
六
八頁
)。 
)
日本の巡礼の右まわりの様式は仏教の右遠の儀礼にもと
づく
もの、とい
。
う意味の説明が行なわれることがある
しかし、西国巡礼や四国遍路はと
もかく、屋久島のシママワリをはじめとする島のめぐりの習俗をこれで説明することはむずかしい
筆者は、むしろ、近畿地方周辺で行なわれてい
。
たヒノトモ(日の伴)、ヒムカエ・ヒオクリ 
(日迎え
・日送り 
)
などと呼
ばれる習俗にヒソ卜があるのではないかと考えている
これは春秋の彼岸
。
の行事で、午前中は太陽を迎えるように東に、午後は太陽を追
っ
て西に歩
くとされるが 報告のなかに 日の出を迎えたのちに南を
っ
て西の方
へと行き、日の入りを送って帰って来る、としているものもあ (京都府中
、
郡。柳田国男編『歳時習俗語業
』
民間伝承の会、
一九
三
九年、
三
九
一頁 
)
結果的に太陽の運行を追
って右まわりに近いかたちで周遊することになる
ょうである 北半球では太陽の運行は(時計の針の進み方がそこに由来するように)右まわりと認識されるが、あるいは仏教の右透も含め、右ま
りの儀礼行動の起源はこのあたりに想定してよいのではなかろうか
。 
)
山本秀雄樹刻『屋久島記
。
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((叩)
こ
』
自刊、
九八四年一
のほか『屋久町郷土誌
』
(前掲註
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)
には、林業関係の仕事や、行商、
大工、鰹節製造見習い等身で他集落に出かけたのを機に、また軍隊でい
シ
マイトコの約束をするのをカオナ
。
ナノりというが、こう
ノ
リともいうらしい 
一九八八年、六六頁
しょになったのが縁で、といった例があげられている11 
一般に、シマイトコになろうという約束をイト
コ
いうき
っ
かけで
下野敏見編『屋久町の民俗
』
(
屋久町教育委員会、
シマイトコに関する筆者 把握はきわめて不十分であるが、知りえた範
(ロ
)た湊
(日
)
岩田慶治『創造人類学入門 図で若干の補足をしておく
。
この関係は基本的に個人対個人のもので 男
性に限らず、女性問士がシマイトコの縁を結ぶことも珍しいことではなか
。
っ
ていたかは明
一人の人間が平均して何人ぐらいのシマイトコをも
できないが、シママワリに関してしば ば
「どこの部落にもシマイトコが
。
あった」と う表現を聞く
っ
て、ごく
もっとも、この慣行の機能からい
近隣の集落に
シ
マイトコをも
一般的ではなか
ったようである
小瀬田の某家の場合、漁村である
つ
ことは
。
マイトコ間では贈答も盛んであ
っ
た
志戸子のシマイトコからは、毎年、魚 
(鮪の干物、塩辛、あるいは無
・
塩の魚 
)
が贈られ、
こ
贈答口聞はそれぞれ集落 特産という
ち
ら
からは廷や手.ほうきを作
って贈
っ
ていたという
べ
きもの、特に先方では自給できない
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ものが選ばれて贈られることが多かっ よう る
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